
これからも自宅で過ごす
96歳！

　最期まで自分らしく過ごすにはどうしたらいいのか。そのために今
からできることは何かを考えてみませんか。
　今回は、市内在住の近藤喜

き よ つ ぐ
代嗣さん（96歳）の暮らしを紹介します。

喜代嗣さんは、入退院を経験した後、自宅で過ごす“在宅医療・介護”
を選択し、その思いを家族に共有しました。喜代嗣さんの思いを、家
族がどのように受け止め、生活しているのかを紹介します。

家族の思い
　父は、「自分でできることはできるだけ自分でやりたい」という気持ちを持ち
続け、人の役に立つことに生きがいを感じています。この前向きな気持ちが、
今を支えていると思います。

喜代嗣さんに聞いてみた！
自宅で過ごそうと決めた理由は？ 自宅で過ごすことの良さは？

自分の好きなように時間を使うことができる！

面倒を見てもらう家族には申し訳ないが、
その時には何も考えなかった。

私にとって自宅は、一番大切な場所だから。
また、自宅だからこそ自分の望む生活がで
きると考えています。

自宅で過ごしたいと家族に伝えたときの心境は？

　在宅介護は、「家で安全に見れるのだろうか」、「介護を続けていけるのだろう
か」など心配になることばかりを考えがちですが、訪問してくれるお医者さんや
デイサービスなどの在宅サービスをうまく利用して、本人の意思を尊重した介
護ができればいいなと考えています。また、自分たちもいつかは高齢期を迎え
るので、そのとき、どう生きたいか考えるきっかけになっています。

必要なものは何でも自分で
作る喜代嗣さん。
この足裏たたきもお手製！

足裏
たたきが日課！

手先が器用な喜代嗣さんは、
今はワープロの修理に取り組
もうとしているそうです。

壊

れた
もの
を修理するのが好き

！

　喜代嗣さんは 2018 年に肺炎で入院し、退院後に要介護 4 となりました。同年、再度、
肺炎で入院したことで、“最期の時”を自身も家族も意識し、今後について相談しました。
家族で出した答えは、訪問診療を受けながら、痛みや苦痛を緩和することを主とした、
自宅で可能な治療を行い、「積極的な延命治療は行わない」という喜代嗣さんの意思を尊
重することでした。現在、喜代嗣さんは、訪問診療やさまざまなサービスを自宅で受け
ながら、自分の時間を大切に過ごしています。

喜代嗣さんは自宅で過ごすことをどう決めた？
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　喜代嗣さんの「自宅で過ごしたい」という思いや希望を、家族はできる
範囲で対応しています。家族では難しいことを地域のさまざまなサービ
スを利用し、喜代嗣さんの毎日が成立しています。喜代嗣さんの生活を
支える専門職の皆さんに話を聞きました。

20：006：00
起床 就寝

足裏たたき、修理など

家族と専門職とで支える在宅医療や介護
◆ 喜代嗣さんの 1 日をみてみよう！

　家族だけではなく、さまざまな専門職と協力を
して在宅医療をうけることができます。自宅での
生活に悩んだら、まずは専門職に相談してくださ
い。家族の協力がないと在宅医療は成り立ちませ
んが、全てをする必要はありません。家族が困っ
ているところに、介護サービスが入るように調整
します。あれもこれもしてあげたいとは思わずに、
うまく介護サービスに頼ってください。

　高齢の人は、自宅で一人でいると話し相手が
いないし、家族も家で一人にしておくのは心配
だと思います。そういう人のお手伝いをしたい
と思っています。本人がなかなかデイサービス
に行きたがらないということはありますが、い
ざ来てみると話し相手がいて、みなさん楽しい
時間を過ごしてくれています。　　
　私たちは、デイサービスを家に近い雰囲気に
なるように工夫していて、親戚の家に遊びに来
たような雰囲気で迎えたいと思っています。

　介護ベッドや手すりなどのレンタル、ポータ
ブルトイレなどの販売や、玄関のスロープなど
住宅改修に対応しています。喜代嗣さんが使用
しているベッドは、背中も足も上がります。喜
代嗣さんは足に腫れがあり、足を上げて寝ると
楽だということで、背中だけでなく、足も上が
るベッドを提案しました。

川畑 祐也さん平山 将司さん

デイサービス ゆかり

どんぐり診療所 ブーケ（福祉用具）

おふたりは小学校の同級生。
デイで再会したそうです。
いつもとても楽しそう！

みんなで食べれば食が進みます！
食べることが元気の秘

ひ け つ
訣！！出口 徳子さん

福祉用具については、
購入する前に、まずは
相談してください！
おためしもできます。

在宅医療や介護保険などを利用する生活は、私たちケアマネジャーがプランニングしています！

　元気なうちに、介護が必要になったときを見
据えて用具（例えばベッドなど）を購入すると、
いざ介護が必要になったときに、介護度によっ
ては使いにくいこともあるので、購入する前に
専門職に相談してください。

9：00
作業

10：30
訪問診療

8：30
デイへ

出発

朝食 ベッドへ行き就寝準備17：30
夕食

11：30
昼食

11：00
入浴 昼寝

14：00
趣味活動
15：00

8：30
デイへ出発

9：00
体操、
自由時間（作業、修理）

12：00 16：30
昼食 デイから帰宅

14：00
体操、ゲームなど

デイを利用する日

デイを利用しない日

介護を受ける人のために、介護の
方針を定めたり、サービスの内容
などの計画（ケアプラン）を立て
る専門職のこと

デイサービス（デイ）とは

ケアマネジャーとは

12：00
昼食

共同作業

自宅で生活する要介護者が、日帰りで
通い、食事や入浴、機能訓練などのサー
ビスを受けられる高齢者施設のこと

訪問診療医とは
患者の自宅に定期的に訪問し、診察、
治療、薬の処方、療養上の相談や指
導などを行う医師のこと

福祉用具専門相談員とは
高齢者や障がいのある人に対して、心
身の状態や利用環境にあった福祉用具
の選定、使用方法のアドバイスなどを
行う専門職のこと

このベッドは、
30度足元を上げて
寝られるので、足が楽で
本当にありがたい！

10：30
訪問診療

折箱を折る喜代嗣さん。
デイなどへ持って行き
使ってもらっているそう。

12：30
趣味活動
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　どのような医療や介護を受けて最期を迎えるかなど、小さな自己
決定をカタチにしているツールとして、終活ノートがあります。一度、
書いたあとも、自身の状況の変化に応じて気持ちの変化も生じてく
るでしょう。考えを整理し直すこと、話し合いや書き直しを繰り返
すことが大切です。人生会議を定期的に行ってみましょう。
　自分や家族の節目の歳のとき、人間ドッグや健康診断の結果が出
たときなどに身近な人と話し合ってみませんか？

　本人や家族が希望すれば、最期まで自宅で過ごすことができます。
一人暮らしでも可能です。専門職など生活を支える人やサービスが
たくさんあるので、それぞれが生活に寄り添います。
　在宅医療や介護では、家族が無理をするのは禁物。訪問回数の増量、
ホームヘルパー導入、ショートステイなどのサービスをうまく活用
してほしいです。
　また、私たちケアマネジャーは、初回の訪問で、これからどう生
活をしたいかということを聞き取ってケアプランを立てます。ケア
プランは、毎月継続の確認をして、その都度、考えが変わったら柔
軟に対応して書き直しを行います。
　そして、在宅医療や介護は、「家族がすべて背負う」ということで
はありません。専門職と地域の力を合わせて、頑張りすぎないこと
が大切です。迷ったら、いつでも専門職に相談してくださいね。

　病気を抱えながら生活するなかで、死を特別視しすぎず、普段から
家族やご近所さんと「最期はどこで過ごしたいか」、「延命治療はどう
したいか」などを話しておくといいでしょう。自分がどうやって生き
たいのか、どういう最期を迎えたいのかということを家族やご近所
さんなどが知っているような関係がいいと思います。日常的に話し
ておくといいですが、書き残しておくのもいいでしょう。メモ程度
でも構いません。書き残す場合には、延命の可否、過ごしたい場所、
家族に共有しておきたい事項を書くといいでしょう。
　誰かが、自分の希望を知っていれば、いざというときに「○○した
いって言ってたよね」と思い出してもらい、希望をかなえてもらえる
かもしれません。自分の希望を前もって共有することが自分らしい
最期につながります。

◆ 喜代嗣さんのノートを見てみよう！

◆ 身近な人と話してみよう！
　喜代嗣さんは、自分の思いを家族に伝えるためノート
を書いています。どのようなきっかけで書き始めたのか、
どのような思いが書いてあるのかを聞きました。

終活ノートや「我が人生の記録」を書くようになった
きっかけは？

終活ノートに書いてよかったと思う項目は？

　　終活ノートを通して自分の思いを家族に共有する　　
ことの大切さをどのように考えていますか？

終活ノートは、89 歳のときに要介護状態となった
ことがきっかけで書き始めました。

「我が人生の記録」は、64 歳のとき、周りの友人が
次々と他界し、やがて自分の番がくると思い、その
時のために書き残しておきたいことを書き始めまし
た。自分がもし亡くなったら、「我が人生の記録」を
みんなで読んでほしいと家族に話してあります。

家族などへの覚え書き。自分の希望を家族に伝
えておきたかった。自宅で可能な治療のみとし、
痛みや苦痛を緩和することを主として、積極的
な延命治療はしないということも。また、私の
家系図についても書いてよかった。祖先、私、
家族が、どのようなつながりがあるかをはっき
りとさせることができた。

◆ 「人生会議の日」～ 11 月 30 日は「いい看取り・看取られ」の語呂から～

　在宅医療や介護について、看護師・ケアマネジャーの福本さんに話を聞きました。

福本 美津子さん
ナーシングホーム　もも

わたしの思いを伝えていく

▶
いなべ FM(86.1MHz)「みんなで支える幸齢社会」毎月第 2、4 金曜日 13：15 頃～

インターネット放送

いなべ FM と長寿福祉課共同で、「医療・介護・生活支援」に関する情報発信番組を放送しています！

喜代嗣さんの「我が人生の記録」の巻末の言葉
『皆様のおかげで大変によい人生でした
いつかの終了に記しました　さようなら』

終活ノート、人生会議を知ろう！

昨年の様子

 長寿福祉課　  86-7819
information

長寿福祉課で配布しています！

●内容　終活ノート、在宅医療や介護の話、体験談
●日時、場所　
① 11 月 21 日（金）10：00 ～ 11：30　※要予約（先着 16 人）　　　　
　 いなべ暮らしの保健室（員弁町楚原 644-19　 北勢線楚原駅西）　　　　　　　　
  　　　  　　090-1789-0904　　　　　
② 11 月 28 日（金）10：00 ～   ※どなたでも参加できます。
    ういこっちゃね。（藤原町上相場 828　旧中里小学校）

申込先

　最期のことについて話をすることは、ためらいを感じ
るかもしれません。しかし、話し合うことは、自分らしく、
よりよく生きるため！そう思うと、もっと日常的に、家
族やご近所さんと話してみてもいいのかもしれません。
　最期まで自分らしく過ごすために、ありのままに周囲
の人と話してみて、自分の希望を知ってもらいませんか。

書いておけば、自分の気持ちは家族に伝わります。
無駄なもめごとなく、家族には仲良く暮らしてほし
いと思うので、自分の思いを共有しておかなければ
ならないと考えています。

過去の放送 ▶
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